
評価シート（年度評価）

１　基本情報 　

中村公園の管理運営業務

令和5年4月～令和6年3月

２　評価結果

1 職員配置

緊急時の体制

人材育成等

2 協働 市民等との協働

1 園内清掃

建物・設備の管理

保守・点検・修繕

植物管理

管理水準の維持

関係書類の調製・保管

2 利用者アンケートの実施

利用者ニーズの把握と反映

利用者サービス向上策

接客・接遇向上の取組

苦情・要望に対する適切な処理

個人情報の適切な管理

3 記念館の活用及び施設特有の植物管理

めざす公園像への取組み

魅力の増進策

イベント等の実施

利用者への広報・情報提供の実施

利用者数の増加

5 現金等の取扱い

関係書類の調製・保管

自主事業 1 事業計画に基づく自主事業の実施

集客対策への効果

自主事業の収支及び還元

便益施設の管理運営

経費節減策

年間収支

法令・協定の遵守

事業計画との比較分析

○

○

【総合評価】

所管局のコメント・特記事項等

○

○

◎

◎

○

　巡回・点検において発見した看板の劣化や放置物件、池の濁
りといった頂いた意見に対し、速やかに対応した。また、雑排
水桝、雨水桝、Ｕ字側溝の清掃、浚渫といった日常管理を頻度
高く行い大雨に備えた。

収支 1

　大正天皇お手植えを含め松について、前回から一定期間経過
したため樹幹注入を行い、醍醐の桜は支柱交換、整枝剪定、誘
引など丁寧に管理し、藤は剪定、施肥を適期に行うなど施設特
有の植物について長期的な視点での管理を行った。
　インスタグラム、フェイスブックで週3回の頻度で見頃の花
やイベントなどの投稿をし、フォロワー数も前年度に比べて増
加した。

維持・管
理運営等

維持管理

　新たに園内の桜の品種や開花時期情報を掲載したさくらMAP
を作成した。
　行為許可の手続についてホームページ上で丁寧な説明を行う
とともに、窓口でも撮影以外の申請について土木事務所と調整
し説明を行った。
　区役所や土木事務所に入った児童球技場の防球ネットの破損
や園路の段差への意見などに速やかに対応するとともに、傾斜
木や根上などの通報に対して迅速に調査し、伐採・経過観察な
どの対応を行った。

◎

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

○

1

4 魅力増進・利
用促進

収納金の処理
業務

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

名古屋市中村区中村町高畑68

◎

　本社職員による巡視や植物管理、清掃の応援により維持管理
の水準が向上した。
　夏まつりでは4年ぶりに花火、盆踊りが再開されたが、事務
局として準備、地元団体、警察等各所との調整を念入りに行
い、事故なく実施することができた。

その他

　本社職員による巡視や植物管理、清掃の応援により維持管理の水準が向上した。
　夏まつりでは4年ぶりに花火、盆踊りが再開されたが、事務局として準備、地元団体、警察等各所との調整を念入りに行
い、事故なく実施することができた。
　中村公園特有の植物である松や桜、藤などは丁寧に管理された。また、桜に関してはさくらMAPを新たに作成し、古くなっ
た太閤しだれ桜の看板を更新した。
　自主事業においては、新たに子どもが参加できる事業として「絵の具あそび」「色水あそび」のほか、名古屋競輪組合との
共催の「パンプトラック体験」を実施した。

収支

その他

自主事業

　新たに子どもが参加できる事業として「絵の具あそび」「色
水あそび」のほか、名古屋競輪組合との共催の「パンプトラッ
ク体験」を実施した。

○

○

◎

運営管理

管理体制

この施設特有
の管理

管理体制
及び協働

　　中村公園の管理運営状況

指定管理者名

評価対象期間

評価項目

岩間造園株式会社

評価区分 特記事項

＜所管局：緑政土木局＞

主な業務内容

施設の所在地

指定管理期間 令和2年4月～令和6年3月



施設の現状

中村公園

※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費を記載

特記事項

　 　 　 　

　 　

入園者数 人 277,363 277,776

管
理
運
営
指
標
の
状
況

取組状況

指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

261,294 268,987

　 　

平成28年度から指定管理者制度を導入。

特記事項

56,538 - 56,538 1,074 - 55,464

計 利用料金

56,538 539

施
設
の
現
状

施設概要

　中村公園は、明治16年に地元有志が時の愛知県令国貞廉平に申し入れ、「豊公遺跡保存会」を設立し、
豊臣秀吉を祀る豊国神社を創建したことから始まります。明治33年には「中村旧跡保存会」が設立され、豊臣
秀吉誕生の遺跡を中心に土地を買い入れ、豊国神社の境内と併せて管理されました。明治34年に愛知県の
所管となり、「中村公園」が設置され、大正10年に中村が名古屋市西区に編入されたのに伴い、名古屋市に
移管されました。
　昭和10年より拡張、近代都市公園としての充実が図られ、昭和63年作成の「中村公園再整備計画」に基づ
いた全面的な再整備により、園内に秀吉・清正記念館、中村文化小劇場、中村図書館や茶席等が建設さ
れ、区内の文化拠点となっています。
　現在は、本園・東園・西園に分かれ、ひょうたん池を中心として西は太閤池があり、四季折々の風景を楽し
むことができます。秀吉誕生の地といわれる竹林や碑、大正天皇お手植えの松など歴史的遺跡が数多く残
り、周辺の史跡と一帯となって、本市の重要な歴史文化ゾーンにもなっています。

市の収支状況(千円)　（5年度決算見込み額）

指定管理料 その他 計 使用料 その他特定財源 一般財源

支出 収入

直営理由施


